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1. はじめに 

我々は、これまで陰極の酸化亜鉛導電膜 (A

ZO、GZO)上に製膜した逆構造有機発光ダイオ

ード (iOLEDs[1])の作製および評価を行って

きた[2]。 

本研究では、高効率化のため GZO基板上に

電子注入層、発光層、正孔輸送層 (電子ブロッ

ク層)を塗布法により積層した iOLEDsを作製

し、評価したので報告する。 

2. 実験 

GZO 基板に電子注入層として polyethylenei

mine (PEI)を製膜後、発光層として Poly(9,9-di

octylfluorene-alt-benzothiadiazole) (F8BT)、正孔

輸送層として Poly(9,9-dioctylfluorene-alt-N-(4-b

utylphenyl)-diphenylamine) (TFB)を塗布 (スピ

ンコート)法により製膜した。乾燥後、正孔注

入層として MoO3、陽極として Auあるいは A

lを真空蒸着した。素子構造は、GZO (150 nm)

/F8BT (100 nm)/TFB (50 nm)/MoO3 (10 nm)/

Auあるいは Al (50 nm)である。電流密度-電圧

特性は Keithley 2611を用い、輝度-電圧特性は、

Konica Minolta CS-200 を用いた。なお、すべ

ての測定は大気中で行った。 

3. 結果 

Fig. 1に作製した iOLEDの電流密度-電圧特

性および輝度-電圧特性を示す。駆動電圧 5.1 

V (5600 cd m
-2

 )において電流効率 11 cd A
-1

を得た。この素子において、インピーダンス測

定を行うことにより、Fig. 2 の静電容量-電圧

特性を得た。同図より、約 2 V から正孔が注

入され、2.6 V 付近から電子が注入され、発光

に至ることがわかる。 

当日は、iOLEDsの負の静電容量およびモジ

ュラスプロットと電流効率の関係を示し、TFB

を F8BT に積層することによる効率向上につ

いて議論する。 
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Fig. 1 Current density and brightness versus 

voltage characteristics of iOLED. Inset shows the 

device structure of iOLED. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Capacitance versus voltage characteristic of 

iOLED. 
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